



























































































































































































































































FreeScale の高性能 SoC を用いて、超小型化と
軽量化で、加速度と地磁気センサリングとユビ
キタス通信とワイヤレス充電機能を搭載する
ウェアラブルデバイスのハードウェアアーキテ
クチャを提案し、機能検証用プロトタイプを開
発した。最初に二つのタイプのウェアラブル端
末のデザインを考案し、それぞれのモジュール
と機能検証用試作機を作成した。プロトタイプ
試作モジュールを用いて、センサリング機能や
通信機能や充電機能を確認した。実験の結果に
よって、ワイヤレス充電機能とセンサリングの
基本機能とNFC通信機能とコンテンツ再生機
能は研究目標の指標を達成した。
５　今後の具体的な展開
今後、NFC による展示位置の同定精度と
MEMSによる動きと方位の推定精度を改善し、
案内動作の正確率を向上する。さらに、実証実
験を実施するために、実験用端末及びシステム
を構築し、博物館又は観光地の協力で性能評価
をおこない、製品化と事業化を目指す。
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